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寒さもようやく和らぎ、日増しに春の温かい日差しが感じられるようになりました。 

園内やお散歩などいろんな場所から、子どもたちと一緒に見つけた春を観察し楽しんでいます。 

さて、もも組で過ごす時間もあっという間にあと一か月。このご時世のなか、子どもたちも負けずに元気に

たくましく過ごしてくれました。そして保護者の方々のご理解ご協力、本当にありがとうございました。 

来年度に対する期待や緊張や不安、きっとさまざまな感情を子どもたちは胸に抱いてると思います。その子

どもたちの気持ちに寄り添いながら残りわずかな時間を楽しく過ごせるようにしていきたいと思います。 

  সহ঺঻保育へのご理解とご協力 

ありがとうございました。 ◗◘◙◚◛ 

 ચછજઝ１年間ありがとうございました  ❶❷❸❹ 

  

 

玄関に飾られたひな人形に圧巻され思わず立

ち止まる子どもたち。「かわいい～」「お家にも

あるよ」と盛り上がっていました。      

おひなさま制作では、お内裏様とおひな様のそ

れぞれのパーツを間違えないように気を付け

ながら糊をつけたり、なかには女の子、男の子

らしい表情になる様に描き分ける子もいまし

た。初めて絵の具をつけたビー玉転がしにも挑

戦！箱の中でビー玉を転がす感覚を楽しみ、夢

中になっている子もいました。 

 

３月 

 4 月からいよいよちゅうりっぷ組に進級となりま

す。3 歳児クラスへの進級では 2 階に移ることだけで

なく、幼児クラスのお友だち、室内やロッカーの形状

やトイレなど、さまざまなことが変わり、子どもたち

にとっては大きな変化になることが多いと思います。

少しでも慣れて安心して過ごしていけるように、３月

下旬頃からちゅうりっぷ組で活動する時間を増やして

いきたいと思っています。慣れない環境に、戸惑う様

子を見せることもあるかもしれませんが、無理なく進

級を喜び楽しんで過ごしていけるよう、努めてまいり

ますのでご理解とご協力をよろしくお願いいたしま

す。 

進級ごっこ！ 

おひなさま 

おさんぽ 

 

「手を繋いで並んでね」と声を掛けると、自ら

進んでお友だちを誘って手を繋いでくれます。

歩いているなか、前の列との距離が離れると「前

つめつめしよっか」と言って、子どもたち同士

で声を掛け合う姿や、時には自分で気付いて行

動してくれる頼もしい姿もよく見られるように

なってきました。上手にお散歩ができるように

なってきたので少しずつ距離を延ばして、お散

歩コースを変えています。新鶴見公園に向けて

子どもたちはがんばっています。 


